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0 はは；贔言：は雷謬
‘

卜がわかる

＠不動産の収支とキャッシュフロ ーの流れがわかる基礎資料を、
作成・分析できるスキルが身に付く

®実際の不動産営業シーンに有用な、
既存物件・開発物件用に分けた初期コスト査定シート付き

冒I
不動産に関する数字づくりをするにあたり、数字づくりに

よる成果物はどのような種類のものがあるのか、それぞれの
役割はどうなっているのかなどをきちんと体系的に整理し
た手引書はありませんでした。「収支」と呼んだり、「キャッ
シュフロ ー (CF)」と呼んだり、「事業計画」と呼んだりして区
別がきちんとされず、その作成の方法、意義なども曖昧に
なっています。ベテランにとっては、自己の仕事に合わせた
型ができあがり、さして問題にならないかもしれません。しか
し、初学者や経験が浅い人にとっては、結局何を作成すれ
ばよいのかもあやふやになっています。これがスキルアップ
の阻害要因になっているといっても過言ではないでしょう。

本書ではそれらをいったん最初に整理したうえで、最終
的に不動産の収支、CFの流れがわかる基礎資料を作成、
分析できるような道筋をつくります。初級者に焦点をおき、
最短で不動産に関する数字面でプロとなるための基礎を徹

底して修得できる構成になっています。すなわち、本書は一

通り最低限の基礎知識を得ることだけで なく、中級者の
ゾーンに人れることをH的としています。そのため、より専門
的な「将来予測」の部分は既刊『不動産評価・ 事業収支計
画のためのCF作成＆分析マニュアル』(2016年刊）で対応
し、本書では、一時点の収支の各項目解説を充実させ、既
存・開発案件について触れます。一時点の収支と初期コス
トをきちんと査定できるようにまとめ、既刊本に比べ全般的
なレベルを初学者向けにしつつ、基礎を徹底して学べる編
集構成です。

比較的底堅いとされる不動産業界のなかで、初級者向け
でありながら中級者にも曖昧な部分の整理に適した最新実
務資料として、不動産投資・ 開発を行う事業関係者はじめ、
金融機関の融資担当者等を含む関係者の皆様にぜひとも
ご購読をお薦めいたします。




